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委 員 会 レ ポ ー ト
先進地から学ぶ･･

行政視察
　　の結果を報告します

行政視察・・・議員が先進的な取り組みをしている
自治体や団体に出向いて、その施策や その地域の行
政・文化等の実情を視察することです。

沖
縄
市
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー

　

沖
縄
市
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
へ

の
啓
発
活
動
・
防
災
に
関
す
る
情
報
提
供
だ

け
で
な
く
、
災
害
に
関
す
る
研
修
や
地
震
体

験
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
発
生
以
降

は
利
用
者
が
増
え
、
市
外
か
ら
の
利
用
者
も

３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
意
識
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
す

施
設
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
も
市
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
作
業
中
で
あ
り
、市
民
の
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
早
急
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
中な

か
が
み
ぐ
ん
ち
ゃ
た
ん
ち
ょ
う

頭
郡
北
谷
町

　

北
谷
町
は
、沖
縄
本
島
の
中
部
に
位
置
し
、

面
積
の
約
50
％
に
米
軍
基
地
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
平

穏
で
住
み
よ
い
北
谷
町
を
築
く
た
め
、
基
地

被
害
の
再
発
防
止
に
努
め
る
よ
う
米
軍
・
国
・

関
係
機
関
に
対
し
て
、
随
時
、
抗
議
や
要
請

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
嘉
手
納
飛
行

場
の
航
空
機
騒
音
に
つ
い
て
は
、
北
谷
町
・

沖
縄
市
・
嘉
手
納
町
で
構
成
す
る
「
嘉
手
納

飛
行
場
に
関
す
る
三
市
町
連
絡
協
議
会
」（
三

連
協
）
を
結
成
し
て
、対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

百
里
基
地
に
隣
接
す
る
本
市
で
も
騒
音
被

害
等
の
軽
減
に
向
け
た
対
策
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。総務委員会

　期間　　6月 27 ～ 28 日

視察内容

　①「防災対策 ｣

　② ｢騒音基地対策」

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま

　

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
は
、
茨
城
県

環
境
保
全
事
業
団
が
運
営
す
る
管
理
型
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
す
。
施
設
で
は
、

県
内
の
産
業
廃
棄
物
と
約
１
０
，
０
０
０
世

帯
分
の
家
庭
ゴ
ミ
が
１
，
３
０
０
度
の
高
温

で
ゴ
ミ
を
溶
融
す
る
高
温
ガ
ス
化
直
接
溶
融

方
式
で
処
理
さ
れ
、
東
京
ド
ー
ム
２
個
分
の

最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
終
処
分
で
発
生
し
た
汚
水
も
適

切
に
処
理
さ
れ
、
排
水
基
準
以
下
の
水
質
に

ま
で
浄
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
、
処
理
過
程
で
発
生
す
る
蒸
気

は
発
電
に
利
用
さ
れ
、
１
日
７
，
２
０
０
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
電
気
が
施
設
内
で
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
に
対
す
る
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

経済建設委員会

　期間　　７月 9日～ 10 日

視察内容

　①「ごみ処理施設」

　②「公共施設における環境

　　  エネルギー活用 ｣

　行政視察
　　　の結果を報告します
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教
育
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
の
審
査

　
９
月
14
日
、
第
３
回
定

例
会
で
付
託
さ
れ
た
請
願

１
件
に
つ
い
て
、
審
査
し

ま
し
た
。

　◇
請
願
第
１
号

　
教
育
予
算
の
拡
充
を
求

　
め
る
請
願

　
審
査
で
は
、
請
願
要
旨

は
妥
当
で
あ
る
と
認
め
、

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。

御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

　
御
殿
場
市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
児

童
館
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
老
朽

化
し
た
施
設
を
集
約
し
、「
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
」
へ
集
約
す
る
こ
と
で
総
合
的
福
祉
機

能
を
整
え
た
世
代
交
流
多
目
的
施
設
を
開
館

さ
せ
ま
し
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が

採
用
さ
れ
た
建
物
は
、
障
害
を
持
つ
人
に
も

配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
代
・
地
域
・
事
業
間
で
交
流
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
昨
年
の
利
用
者
数

は
71
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
世
代
交
流
・
多
目
的
交
流
の
機

会
創
出
に
つ
い
て
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

埼
玉
県
八
潮
市

　
八
潮
市
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
低
下

や
不
登
校
・
問
題
行
動
を
解
消
の
た
め
、
八

潮
市
小
中
一
貫
教
育
「
は
ば
た
き
プ
ラ
ン
」

と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
離
れ
た
場
所
に

あ
る
学
校
間
の
交
流
を
中
心
と
し
た
連
携
型

を
軸
に
市
独
自
の
３
つ
の
教
育
課
程
を
設

け
、
小
中
一
貫
教
育
に
地
域
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
の
懇
談
会
や
推
進
委
員
会
な
ど

を
組
織
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
議
会
で
も
特
別
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
全
体
で
推
進
し
て
い
く
体
制
が

整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
小
中
一
貫
教
育
の
研

究
・
検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
行
政
と

教
育
現
場
が
一
体
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
る

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

教育厚生委員会

期間　７月 31日～８月 1日

視察内容
　①「地域交流福祉施設」
　②「小中一貫教育」

埼
玉
県
行
田
浄
水
場

　
行
田
浄
水
場
は
、
埼
玉
県
行
田
市
周
辺
の

24
市
町
に
給
水
を
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、

今
年
３
月
か
ら
太
陽
光
発
電
設
備
を
稼
働

し
、電
力
使
用
量
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
施
設
改
修
費
を
含
む
工
事
費
は
５
億
円
以

上
、
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
５
，
０
４
０
枚
を
設

置
し
、
１
年
間
で
約
１
，
６
０
０
万
円
の
電

気
料
削
減
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
設
置
費
用

は
高
い
も
の
の
、
ク
リ
ー
ン
で
二
酸
化
炭
素

等
の
排
出
削
減
の
効
果
も
あ
り
、
国
内
で
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
公
共
施
設
の
電
力
使
用
量
削

減
に
向
け
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

 




